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産学連携プロジェクトと連動した演習教育によるキャリア形成支援
～課題解決型学習に参画した経営系学生のキャリア形成過程の考察～
田 純 子＊
本稿の目的は、（１）産学連携プロジェクトに参画した経営系学科所属大学生のキャリ
ア形成過程の特徴に係る仮説を見出す、（２）キャリア支援教育の観点から産学連携プロ
ジェクトの今後の課題を検討する、ことである。
結果、キャリア形成過程に係る特徴として次の三点が仮説として見出された。（１）ふ
だん話す機会が少ない相手と意思疎通を図る場面に直面し、それを克服する過程で当事者
意識を高めた。（２）製品開発会議や聴き取り調査の場で企業関係者と交わした意見内容
や場の雰囲気から、大学で学んだこと（理論の応用可能性や、顧客満足と従業員満足の関
係性など）が経営活動の実際とつながっているという現実感を高めた。（３）「社会人基礎
力」を構成する力のうち、「チームで働く力」を高めた。またキャリア支援教育の観点か
らの課題として、インターンシップ制との相互補完的連携、及びプロジェクト活動の評価
指標の確立が挙げられる。
キーワード：産学連携プロジェクト，演習教育，キャリア形成, 課題解決型学習，社会人
基礎力
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Encouraging Career Development Process
through an Industry-University Cooperative Project
― Career Development Process of University Students Participating in Project-based Learning ―
Junko YANAGIDA
The purpose of this article is, first to formulate hypotheses about the process of
changes and integration of university students’consciousness and behavior through
project-based learning in an industry-university cooperative project, from the career
dynamics viewpoint.  And second, to discuss future issues of industry-university
cooperative projects to be more effective in career development education.
The hypotheses are as follows:（1）the students seem to become more conscious of
the importance of communication with people who are not so familiar with them;（2）
the students seem to feel the reality of what they study in classrooms e.g. applicability
of theories and the relationship between customer satisfaction and employee
satisfaction;（3）the students seem to improve collaborative skills that are necessary to
work well in a team environment.  Future issues include how to design internship
programs and industry-university cooperative projects so that they will be
complementary, and how to develop indicators to evaluate the effectiveness of project
activities.
Keyword：industry-university cooperative project, seminar-type education, career
development, project-based learning, social skills
2008年11月18日受理
1．産学連携による「課題解決型学習」プ
ロジェクト導入の背景とねらい
1.1 背景
本研究では、通年の演習授業のなかで産学連
携プロジェクトを編成し、ビジネスの場が抱え
る課題の解決策を検討する「課題解決型学習
（Project-based learning）」における学生のキャ
リア形成過程を考察する。本学情報ビジネス学
科の研究室活動の一環として、平成19年度に産
学連携プロジェクトを開始した。このプロジェ
クトを企画した経緯は、次のとおりである。
これまで教育の場で日常学生たちと接してき
て、この数年学生の「課題を発見し仲間と解決
する力」の低下に直面している。例えば、教員
から与えられたテーマでの個人作業は完遂でき
ても、学生自身で実際の社会状況から問題点を
発見したり、チームで協業して解決策を見出し
たりすることが困難な学生が増えていることを
実感している。
そこでビジネスの場が抱えている課題を学生
が自分たちの視点で調査し、当該課題の本質を
理解した上で、チーム活動によって当該課題の
解決策を検討し、結果をビジネスの場へ提言す
るという、学生主体の「課題解決型学習」を構
想した。産学連携による「課題解決型学習」に
近い試みは他大学においても実施されている
が、本学科におけるプロジェクトの特徴として
次の二点が挙げられる。
（１）本学の「総合的キャリア教育」体系
（図１）と連動して学生のキャリア形成
支援をめざしている。通年のプロジェ
クトとして実施することにより、単発
的な参画ではなく企業の新製品開発活
動との綿密な連携のもとで課題解決型
学習に取組む。
（２）企業側と産学連携協定書を締結した上
で実施することにより、企業秘密漏洩
に係るリスク管理を行うとともに、学
科内で複数プロジェクトを組織的に推
進することにより、学生はビジネスの
現場に即した多様性のある課題に取組
む。
従来、情報ビジネス学科企業情報研究室では、
学生が企業活動の現実を把握し、当事者意識を
持って課題解決策を考える実習型授業を以下の
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図1．東京情報大学の「総合的キャリア教育」体系
ように実施してきた。
平成16年度は（財）千葉県経営者協会の協力
を得て、千葉県舞浜地区にあるリゾートホテル
の人材開発部門役職者及び「酪農発祥の地」千
葉県で60年余の経営実績を持つ乳業メーカーの
生産・製品開発部門役職者による「ビジネスの
場で何が課題となっており、それをどのように
解決しようとしているか」に関するレクチャー
を企画した。学生たちは事前に当該二社の企業
情報を収集し、講演者への質問を挙げておくこ
とにより問題意識を持って話を聴き、事後にレ
ポートを作成した。
学生のレポートを参照し、彼らが何を学んだ
かを整理すると以下のとおりである。前者のリ
ゾートホテルの事例では、顧客満足追求のため
のサービス品質の作りこみと、その品質達成の
ためには従業員の連携が重要であることを知る
ことができた。また後者の乳業メーカーの製品
開発事例では、顧客ニーズを製品の形に具現化
していく過程が試行錯誤の連続であり、失敗を
克服して成果につなげようとする意欲が鍵であ
るとの認識を持った。
次に17年度は化学メーカーの香料研究者の協
力により、香料に関する講演及び学生による入
浴剤の製品企画案作成とその評価を実施した。
上記２年間の取組みを踏まえて、18年度から
は単発的でなく通年での実施を試みた。上述の
乳業メーカーが毎月定例開催する新製品開発関
係の会議に学生がメンバーとして出席し、消費
者の視点から意見を述べることを通して、思考
力、コミュニケーション力及びビジネスマナー
の向上を目指した。また前期と後期に学生が４
名ずつのチームを組んで商品企画を提案するこ
とを通して、独創力、データ活用力及びプレゼ
ンテーション力の向上を図った。上記経緯を踏
まえ、学生が取組む課題をより系統的にし、経
営学理論の応用範囲を拡充することを意図し
て、本稿の考察対象の産学連携プロジェクトが
平成19年度に編成された。
1.2 ねらい
本稿の産学連携による課題解決型学習プロジ
ェクトは、「総合的キャリア教育」体系図（図
１）の「実施体制」のなかで「３年次～４年次」
の「研究室」活動の一環として位置づけられる。
この位置づけに沿って、本プロジェクトのねら
いも「①専門教育強化、②対人能力強化、③職
業意識の醸成」を志向している。この三つのね
らいのうち、上記①「専門教育強化」は、本プ
ロジェクトを専門教育の演習授業として理論の
応用を念頭に置くことで具現化をめざしてい
る。
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図2．社会人基礎力の構成
参照：「社会人基礎力に関する研究会」による中間報告
また、ねらい②「対人能力強化」と③「職業
意識の醸成」に関しては、経済産業省「社会人
基礎力に関する研究会」による中間報告（平成
18年）［１］で提起された「社会人基礎力」の
育成を念頭に置くことが妥当と考える。「社会
人基礎力」は、今日の企業社会や地域社会で活
躍するために求められる力として提起されてい
る。（図２）同報告書によれば、調査対象企業
3,700社の94.4％がこうした力を重視すると回答
している。
2．研究課題と方法
2.1 先行研究での概念と本研究のつながり
本研究では、産学連携プロジェクト参画の大
学生のキャリア形成過程を考察対象としてい
る。そこで、次の三つの先行研究での概念を参
照し、研究課題を検討した。
2.1.1 「キャリア・ダイナミクス」における
若年層のキャリア発達課題
シャイン（Schein）［２］は、キャリアを次
の三点から捉えている。第一に「生物学的・社
会的加齢過程に由来する問題」、第二に「個人
の家族関係に関わる問題」、第三に「仕事とキ
ャリア形成に関わる問題」である。すなわち、
ひとりの人間が誕生して死亡する過程、個人が
生家から独立したり、新たな家族を持ったりす
る過程、そして職業イメージを育て、教育・訓
練による就職準備の期間を経て職に就き、キャ
リアを形成し引退する過程、以上の三過程を同
時進行させることを前提としている。そしてキ
ャリアを動態的に長期的観点で考えることを
「キャリア・ダイナミクス」として提起した。
本稿の考察対象である「産学連携プロジェクト
による課題解決型学習」は、上記第三の「仕事
とキャリア形成に関わる問題」のなかの「就職
準備期間」に位置づけられる。
この「就職準備期間」におけるキャリア上の
課題を、シャインは次の二段階に分けている。
第一に、「成長、空想、探求」段階である。こ
の段階での課題は、「１．自分自身の欲求と興
味を開発し発見する」、「２．自分自身の努力と
才能を開発し発見する」、「３．職業について学
ぶための現実的役割モデルをみつける」、「４．
テストやカウンセリングから最大限の情報を入
手する」、「５．職業と仕事の役割に関する信頼
できる情報源を入手する」、「６．自分自身の価
値・動機・抱負を開発し発見する」、「７．堅実
な教育決定を行う」、「８．キャリア選択をでき
るだけ広くしておけるようなよい学業成績をお
さめる」、「９．現実的な自己イメージを開発す
るため、スポーツ、趣味、学業活動において自
己テストの機会をみつける」、「10．初期の職業
決定をテストするため試験的なパートタイムの
仕事の機会をみつける」、である。第二に、「仕
事の世界へのエントリー」段階である。この段
階での課題は、「１．仕事の探し方、応募方法、
就職面接の受け方を学ぶ」、「２．職務および組
織に関する情報の評価法を学ぶ」、「３．選抜・
選別テストに合格する」、「４．初めての仕事の
現実的かつ妥当な選択を行う」、である。
研究室活動の一環としての今般の課題解決型
学習は、上記二段階のうち前者の「成長、空想、
探求」段階に相当すると考えられる。そしてこ
の段階でのキャリア上の課題のうち、特に「１．
自分自身の欲求と興味を開発し発見する」、「２．
自分自身の努力と才能を開発し発見する」及び
「６．自分自身の価値・動機・抱負を開発し発
見する」との関係性が強いであろう。学生は２
年次の研究室選択の時点で、多少なりとも「自
分自身の欲求や興味」と照らして選択を行って
いることが、応募時の面接で確認できる。彼ら
は、「自分自身の欲求や興味」に関連がありそ
うなゼミ活動のなかで、自分自身の「努力と才
能」及び「価値・動機・抱負」を探求していく
と考えられる。なお上記のキャリア発達上の課
題は、本プロジェクトに参画した３年次学生に
予め示してはいない。学生はキャリア発達課題
への対処という先入観なしにプロジェクトに参
画した。本稿では、参画学生が記述した文章を
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素データとして帰納的に彼らがキャリア上の課
題にどう対処したのか考察する。具体的には、
次の三点である。
①課題解決型学習を通して、自分の欲求や興
味の所在をどう認識したか。
②課題解決型学習を通して、自分の努力や才
能をどう顕在化させたか。
③課題解決型学習を通して、自分の価値、動
機や抱負をどう認識したか。
2.1.2 「職業観」の類型及び「労働」の次元
尾高［３］は、「職業観」として次の三つを
挙げている。第一に「自分のための職業」、第
二に「特定の全体者に仕えるための職業」、第
三に「職業そのもののための職業」である。第
一のタイプは職業を「生活のための、儲けるた
めの、あるいは立身出世のための手段」とみな
す。第二のタイプは職業を「広い意味の主人に
対する従者としての奉仕」とみなす。第三のタ
イプは職業を手段としてや特定のだれかへの奉
仕として捉えるのでなく、職業そのものを目的
として、「その仕事がとりうるかぎりのもっと
も完全なかたちでそれを仕上げること」である
とみなす。
一方、杉村［４］は労働を次の四次元から捉
えている。第一に｢労苦｣で、これは「人が人間
であることにより必然的になさねばならない活
動としての労働の側面」であり、「人間を拘束
する活動」である。第二に「製作」で、これは
「ものを新しくつくりあげたり、ことを新たに
なしとげたりする活動としての労働の側面」で
ある。「創造的で合理的な活動であり人間の可
能性を現実化する活動」であるが、「目的の実
現のための手段的活動の遂行に耐える」ことが
求められる。第三に「遊戯」で、これは「労働
する個人にとって内在的意味をもつ活動として
の労働の側面」である。「個人の自己実現・自
己表現として自律的に労働がおこなわれる」が、
「自己決定による活動の遂行とその結果を自ら
の責任として引き受ける」ことが求められる。
第四に「奉仕」で、これは「自己の利益や好悪
の感情を超えた意味や価値を求める活動として
の労働の側面」である。「労働が自己にとって
使命・召命とうけとめられるとき、労働は奉仕、
献身の活動の性格」を有する。
上記の四次元を踏まえ、杉村は「労働する者
にとってその労働が人間の活動として有意味な
ものであるためには、労働はジョブ（労苦）で
あると同時に幾分かは何事かをなしとげるワー
ク（製作）であり、それ自体におもしろさを感
じるプレイ（遊戯）であり、個人を超えるもの
への献身のサービス（奉仕）として受けとめら
れるということが必要であろう」と指摘してい
る。
本稿では、上記の尾高による「職業観」及び
杉村による「労働の四次元」を援用する。産学
連携による課題解決型学習は、いわゆる「労働」
ではない。しかし、今般の課題解決型学習で取
組む課題が連携企業の経営活動に関するもので
あること、及び企業における新製品開発に係る
委員会への定例出席が実習の場として設定され
ていること、から「労働の要素を含む学習」で
あると捉えられる。そこで今般の課題解決型学
習プロジェクトを通して、学生がどの類型に近
い職業観を持ち、また労働のどの次元を経験し
たのかを学生記述文に基づき考察する。
2.1.3 「社会人基礎力」を構成する力
前述した経済産業省「社会人基礎力に関する
研究会」で提起された「社会人基礎力」を構成
する三つの要素（図２）である「前に踏み出す
力」、「考え抜く力」及び「チームで働く力」に
照らして考察する。今般の課題解決型学習プロ
ジェクトでは、どの力を身に付ける場面を学生
に提供できたのか、学生がどう感じたかを学生
の記述文から捉える。
2.2 研究課題
2.1項で述べた先行研究の概念と関連させた
上で、本稿の研究課題は①～③であり、それは
東京情報大学研究論集 Vol.12 No.2, pp.9-25（2009） 13
以下の（ａ）～（ｆ）の六つの考察点から成る。
（表１）
2.3 研究方法
本稿では産学連携プロジェクトの平成19年度
活動を次の二点から考察する。第一に「経営系
学科所属大学生のキャリア形成過程の特徴」で
あり、第二に「キャリア形成支援教育の観点か
らの課題」、である。各々の考察方法は以下の
とおりである。
2.3.1 「キャリア形成過程の特徴」の考察方
法
①プロジェクト参画学生は、活動から学んだこ
とに関してA4版１枚で自由に記述した。
記述内容を「形態素解析」（注１）ソフトウ
ェアによって形態素に分け、文章中の語句を
品詞単位で分類して抽出した。抽出された品
詞群のなかから、単体で意味をなさない助詞
や数詞等を除外した後、主として「名詞」に
該当する語の出現頻度を調べた。これは下記
②の考察の前段階として、参画学生の認識の
全般的傾向をつかむためである。
②学生個々の記述文を本稿の考察点（ａ）～
（ｆ）（表１）に照らして読解し、特徴を抽出
した。
2.3.2 「キャリア支援教育の観点からの課題」
の考察方法
産学連携先企業において学生が参画している
新製品開発関連の委員会で議長を務める製品開
発室長及び同課長代理の役職にある計３名に、
当該年度の活動の評価を依頼する文書を送付し
回答を得た。その回答内容と上記の「キャリア
形成過程の特徴」から導出される課題に基づき
考察した。
3．産学連携プロジェクトの運営状況
3.1 実施概要
今般編成したプロジェクトの実施概要を以下
に整理した。（表２）
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研究課題
①産学連携プロジェクト
参画過程で「就職前段
階」でのキャリア発達
課題にどう対処したか
②「職業観」及び「労働
観」の特徴は何か
③「社会人基礎力」のう
ち、どの力に関連した
経験をしたか
先行研究の概念
シャイン（1978）
「キャリア発達課
題への対処」
尾高（1995）
「職業観」の類型
杉村（1990）
「労働」の次元
経済産業省研究会
（2006）
「社会人基礎力」
を構成する要素
考察点
（ａ）自分の欲求や興味の所在をどう認識した
か
（ｂ）自分の努力や才能をどう顕在化させたか
（ｃ）自分の価値、動機や抱負をどう認識した
か
（ｄ）職業観は三類型（①自分のため，②特定
の全体者に仕えるため，③職業そのもの
のため）のどれに近いか
（ｅ）労働観は四次元（①労苦，②製作，③遊
戯，④奉仕）のどれに近いか
（ｆ）「社会人基礎力」を構成する三つの力
（①前に踏み出す力，②考え抜く力，③チ
ームで働く力）のどの力に関係する経験
をしたか
表1．本稿の研究課題
3.2 連携先企業の概要及び沿革
産学連携先組織は、千葉県の地場産業のひと
つである酪農業に関連する乳業メーカーとし
て、創業以来地域密着型企業として実績を積み
重ねてきた古谷乳業株式会社である。当該企業
概要と沿革を以下に示す。（表３及び表４）
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プロジェクト名称
学習課題
連携先組織名
連携先協力者
参画学生の所属
活動期間
予算規模
中間報告
年度末報告
「情報ビジネス学科『実学ゼミ』課題解決型学習プロジェクト」
「地域密着型の中堅企業として勝ち残り、成長する為に必要な商品開発
及び人的資源戦略」
古谷乳業株式会社
取締役生産本部長兼製品開発室長　小竹森政幸氏，製品開発室課長代理
堺靖氏，製品開発室課長代理　高野和也氏
東京情報大学総合情報学部情報ビジネス学科　企業情報研究室　 田指
導の３年次生12名
平成19年４月１日～平成20年３月31日
170万円（東京情報大学「共同研究３」における１年目予算）
①「古谷乳業を取り巻く経営環境」（オープンキャンパス）
②経営学理論SWOT分析応用による古谷乳業の将来成長に向けた方向性
の提案（大学祭学術文化展）
活動報告書（活動のねらい，活動経過，ゼミ活動で得たことに関する学
生記述，活動時の画像を編集）
表2．産学連携による「課題解決型学習」プロジェクト
平成19年度実施概要
企業理念
設立年月日
代表取締役社長
本社所在地
販売地域
卸販売店舗数
「おいしさ、ふれあい、健康、明日、創造」
昭和26年９月３日
古谷　健一
千葉市美浜区新港14番
千葉県・茨城県・東京都・埼玉県・神奈川県
350
参照：同社ウェブサイト
事業内容 牛乳・加工乳・乳飲料・乳酸菌飲料・発酵乳・果汁飲料・清涼飲料・プ
リン・ゼリーの処理製造販売
表3．古谷乳業株式会社の企業概要
3.3 プロジェクト進行経過
本プロジェクトの平成19年度における進行経
過を下記に整理した。
ステップ１：プロジェクトの立上げ（平成19年
４月～同年５月）
本プロジェクトの趣旨を学生に示し、３年次
生12名を６名ずつの２チームに編成した。ビジ
ネスの場からの学習課題及び新製品開発関連の
委員会へ学生が定期的に参加する体制作りを企
業側と協議した。
ステップ２：経営環境に関する調査と考察（平
成19年５月～同年７月）
連携先企業から学習課題「地域密着型の中堅
企業として勝ち残り、成長する為に必要な商品
開発及び人的資源戦略」が提示された後、５月
次の「アイデア開発委員会」における同社代表
取締役社長の講話を全員で聴講した。講話は主
に顧客ニーズの多様化に対して企業がいかに取
組むかに関するものであった。新製品開発に係
る委員会には２チームが交互に出席した。学生
は業界が抱える問題点や当該課題が提示された
背景を基礎的なデータや資料を収集しながら理
解していった。その途中成果を１次中間報告と
して、本学オープンキャンパスの場で発表した。
ステップ３：聴き取り調査と課題解決策の検討
（平成19年８月～同年11月）
学習課題に照らして、商品企画から販売まで
の過程及び人材育成施策に関して、同社に聴き
取り調査を実施した。結果を経営学理論のひと
つであるSWOT分析注（２）を応用し、４名
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昭和20年10月
昭和24年６月
昭和26年９月
昭和32年９月
昭和39年11月
昭和42年３月
昭和50年８月
昭和55年４月
平成３年３月
平成４年12月
平成10年12月
平成14年４月
平成15年３月
平成17年３月
平成17年７月
（１）参照：同社ウェブサイト
（２）ＨＡＣＣＰ： Hazard Analysis，Critical Control Pointの略称。1960年代に米国で開発され
た食品の衛生管理手法、国連食料農業機関（FAO）と世界保健機構（WHO）
の合同機関である食品規格（CODEX）委員会から発表され、各国での採用
が推奨されている。
千葉県山武郡成東町津辺119の１において、初代社長古谷良作が自営にて
牛乳処理販売を開始
銚子市清川町１丁目710番地に銚子工場を新設
株式会社フルヤ牛乳店設立
古谷乳業株式会社と商号変更
千葉市千葉中央地区埋立地食品コンビナートに進出するため5,140坪買収
契約完了
千葉工場完成稼動
銚子市松本町５丁目270番地に銚子工場を新設稼動
千葉工場増改築及び増設備工事完了及び冷凍冷蔵庫新設
千葉県香取郡多古町水戸字水戸台１－16に成田工場を新設稼動
千葉市美浜区新港14番に本社及び配送センターを新設
牛乳においてＨＡＣＣＰシステム承認
加工乳、乳飲料においてＨＡＣＣＰシステム承認
売上高100億円を達成
成田工場ＩＳＯ14001の認定取得
成田工場デザート棟増築稼働
表4．同社の主な沿革
ずつ３チーム編成で考察した。課題解決策をパ
ネルにまとめ、２次中間報告として本学大学祭
の場で発表した。なお、大学祭では学生自身が
商品を企画し販売までの一連の過程を直接手が
ける場として「さつまいもチップス」の模擬店
を出店した。
ステップ４：活動のまとめ（平成19年11月～平
成20年１月）
４月以降の活動を振り返り、「活動を通して
学んだこと」のレポートを記述した。また各チ
ームで考察結果を整理し、活動報告書を編集し
た。
ステップ５：企業関係者による評価と次年度の
立案（平成20年２月～同年３月）
活動報告書を企業側に提出し、企業関係者に
よる評価を踏まえて、次年度活動方針と課題に
関して合意した。
4．結果と考察
以下では、本稿の研究課題（表１）の（ａ）
～（ｆ）に沿って結果を整理し考察する。考察
の前段階として、プロジェクト参画学生の記述
文を形態素解析ソフトウェアによって品詞群に
分類した。品詞群のうち「名詞」の出現頻度を
調べることを通して、「学生がプロジェクト参
画をとおして学んだこと」の全般的傾向を探索
することを試みた。
全般的傾向として次の三点が挙げられる。第
一に、企業における商品開発会議の場やチーム
活動の場から意見を出し合い、協力することを
学んだ、第二に、顧客ニーズを把握して商品ア
イデアに結実させることの難しさを学んだ、第
三に、顧客満足、従業員満足、コスト等の概念
を現実のビジネス場面から実感するとともに、
SWOT分析を応用して市場の動きに関する情
報に基づき考える体験をした、である。上記は、
あくまでも参画した学生の全般的傾向として考
えられる点であり、参画学生個々により感じ方
に違いがあることは自然なことである。以下で
は、個々の記述文に基づいて研究課題に関して
考察する。
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表5．学生の記述文における「名詞」の出現頻度（3度数以上）
名詞 計 名詞 計
商品 22 CS 4
企業 18 ES 4
開発 14 コスト 4
意見 14 解決 4
大切 14 協調 4
自分 10 実感 4
コミュニケーション 9 SWOT 3
チーム 8 チームワーク 3
難しさ 8 課題 3
顧客 7 過程 3
アイデア 6 協力 3
ニーズ 6 参加 3
会議 6 市場 3
文化 6 情報 3
相手 5 体験 3
4.1 研究課題①　産学連携プロジェクト参画
過程で「就職前段階」でのキャリア発達
課題にどう対処したか
4.1.1 考察点（ａ）自分の欲求や興味の所在
をどう認識したか
（例）
・会議のなかで課された課題を会社の人と学
生で解決することの面白さと楽しさ。（学
生Ｂ）
・アイデア開発委員会の会議は、私にとって
大変興味深いものです。１つの商品ができ
るまでには試行錯誤の末、コスト面や決め
られたコンセプトに合わない案件は商品化
されないなどの多くの過程を要します。そ
の商品開発の現場に参加した私たちは、今
まで知ることのできなかった販売方法や、
販売するまでの経緯、またその背景をよく
知ることができました。会議では、自分が
考えたアイデアを自主的に持ち込み提案す
る機会があるのですが、その時に出す自分
の提案がどのように評価されるか、古谷乳
業さんからの意見を直接聞くことができま
す。（学生Ｃ）
・さつまいもチップスを売っていくうえで売
る喜び、人とコミュニケーションを取るこ
との大切さが自分なりにわかりました。
（学生Ｅ）
・商品開発の現場に携わったり、企業の抱え
ている問題点を解決するために対策を考え
たり企業分析をしたりと、実際の企業の活
動を肌で感じながら学ぶことができた。
（学生Ｆ）
・新しいものを開発、企画することは私自身
とても興味あることだったので、とても勉
強になりました。この経験を将来の仕事に
役立てたいと思います。（学生Ｉ）
・古谷乳業さんのアイデア開発委員会に出席
し、商品開発の現場に身を置いてみて、市
場に出ている数々の商品がどのような過程
で売り場に出てきているのかわかりまし
た。つまり、今市場に出て店頭に並んでい
る商品たちは、様々な企業があらゆる方面
からその商品を検証して、最終的に選びぬ
かれた商品であることが改めてわかりまし
た。（学生Ｊ）
・模擬店でさつまいもスティックを出そうと
考えましたが、コスト面・業務面・材料面
を考えた上で、さつまいもチップスに変更
しました。商品開発に関連する障壁ができ
たため、商品名と商品を変更して売り出す
ことになりました。ここで私は古谷乳業の
委員会の風景を思い出し、「なるほど」と
感心してしまいました。（学生Ｊ）
次の二点が「欲求・興味の所在」の観点から
の特徴と考えられる。
①商品開発の背景・舞台裏を知りたい
本プロジェクト参画学生の多くは、２年次に
研究室を選択する時点で商品開発への興味を表
明していた。12名を２チーム編成にして両チー
ムがひと月交代で新製品開発の委員会に出席し
たので、全メンバーが企業での会議の場を経験
できた。学生の記述文では、会議の場で経験し
た企業側の人たちとの意見交換の楽しさと厳し
さや試食・試飲を繰り返してようやくコンセプ
トが固まっていく苦労が綴られていた。このこ
とは事前に想定された。しかし、学生Ｃ、Ｊの
記述に見られるように、大学祭での模擬店出店
もまた生きた学習の場として捉えられているこ
と、特に学生Ｊの記述には企業実習での経験が
反すうされている様子が窺えることはプロジェ
クト企画時には想定されていなかった。したが
って商品開発の背景・舞台裏を知りたいという
興味が、模擬店の主催者（当事者）となった際
に現実の場面となったといえるだろう。
②自分の意見が企業の場でどこまで通用するか
試したい
上記の点は、学生Ｃの記述に見られるように、
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「企業の人から評価を直接受けることができる」
によく表れている。これは、産学連携による通
年での課題解決型学習のメリットとして捉えら
れる。通常、就職活動前の学生にとって「企業
の人」からの評価はアルバイト先の管理者以外
では少ないと考えられる。またインターンシッ
プは実質10日ほどの活動である場合が多く、企
業側から提示される課題は補佐的なものが多い
ことが調査から窺える［５］ため、「学生に対
する企業側の評価」材料は必ずしも多いわけで
はない。
今般のプロジェクトでは「ひとりの消費者と
してこういうものがあるといいな」という視点
から新製品開発につながるアイデア創出の課題
に関して、通年で取組むことができた。会議で
の学生メンバーの意見は、社員メンバーが出し
た意見と同じく黒板に列挙され、会議席上でメ
ンバー全員による評価（議決）を受けるため、
フィードバックまでの時間が短く、「どこまで
通用するか」という学生の関心に応えるものと
なった。
4.1.2 考察点（ｂ） 自分の努力や才能をど
う顕在化させたか
（例）
・会議の中で、試作品や他社の新商品に対す
る意見を述べる時、意見を正確に伝えるこ
とができるか、どうすれば相手にわかりや
すく伝えることができるかなど、思案する
ことで自己表現能力が身につきました。
（学生Ａ）
・決められた期間で力を出し切る。（学生Ｄ）
・表現できないということは、自分自身がし
っかり理解できていないこと。相手に理解
してもらうことの難しさ。（学生Ｄ）
・商品開発の現場の会議では、学生の立場で
ありながら参加しているという意識の下、
周囲の話を良く聞きメモを取り、自分の意
思をはっきり伝えることを意識しながら発
言した。（学生Ｆ）
・私はゼミに入り、直接企業と関わることが
でき、学生生活だけでは知ることのできな
かった仕事の現場や様子が知れて良かった
と思います。私は商品開発や経営戦略に興
味があるので、このゼミで経験したことを
将来生かしていきたいと思っています。
（学生Ｇ）
・１回目のプレゼンで、私はプレゼンの内容
をあまり理解しないまま行ってしまい、原
稿をただひたすら読むだけで終わってしま
いました。その時、お客さんはあまり理解
していないような反応でした。原稿を棒読
みするのではなく、きちんとプレゼンの内
容を理解した上でやると話し方にも強弱が
でき余裕が持てるので、聴き手も聴きやす
くなると感じました。聴き手を惹きつける
話し方がプレゼンには重要だと感じまし
た。（学生Ｈ）
・私は将来商品企画や開発の業務に就きたい
と思っています。このゼミに入り、古谷乳
業さんのアイデア開発委員会に出席できた
ことはほんとうにいい経験だと思っている
し、今後の自分に必要なことだと強く思っ
ています。（学生Ｊ）
・問題点を見つけることの難しさは先生がお
っしゃっていたことですが、一見なにも問
題がないように見える企業でも、実は目に
見えないところで問題、あるいは問題が生
まれてくるものがあり、それをいかに早く
見つけ改善していくことが重要であるとい
うことです。実際に古谷乳業をSWOT分
析した時に「S」の強みは多く挙げること
ができたが、「W」の弱みはあまり挙げる
ことができませんでした。SWOTの弱み
を見つけ出すことが一番重要なのではない
かと思うようになりました。やはり企業の
弱みを見つけ克服することは、成長するに
あたってとても重要であると感じました。
（学生Ｌ）
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次の二点が「努力や才能の顕在化」という観
点での特徴と考えられる。
①ふだん話す機会が少ない企業人や現役高校生
に対する意思疎通力を高めようとした
上記は、企業での会議の場や大学での研究報
告の場という「公式」の状況（「タメ口」が使
えない状況）で、相手に意思疎通を図ることを
余儀なくされた経験を通して、学生が顕在化さ
せたことと捉えられる。この「余儀なくされる」
という状況を学生が経験することが、「公式」
の場のコミュニケーション力不足に気づくきっ
かけのひとつになり得ることが見出された。
②経営学理論が現実の企業活動のなかでどのよ
うに関わりがあるのかを考えようとした
上記は、例えば学生ＧやＬの文にあるように、
大学で学んだ「経営戦略」や「SWOT分析」
等の理論が企業活動の場でどのように関係する
のかを現実の企業との関わりのなかで体感した
ことが窺える。さらに学生Ｇの記述によれば、
こうした経験を将来生かしたい願望が表明され
た。このことから、教育の一環としてキャリア
形成をどのように支援するかは、「大学在学時
の教育→就職活動→社会人としてのキャリア開
始→キャリア蓄積」の長期的視野を持って考え
る必要があることを再認識した。
4.1.3 考察点（ｃ）自分の価値、動機や抱負
をどう認識したか
（例）
・１人の「人間」として大切なこと、今後世
間・社会へ出て生きていく為に必要なこと
（人とのコミュニケーション・組織内の仲
間たちとのチームワーク・意思表示・思
考・自分を主張すること・対人関係）を学
べたと思います。（学生Ｂ）
・これから社会に出るにあたって団体行動や
会社のみんなで協力すること、人とのコミ
ュニケーションは必要不可欠だと思いま
す。（学生Ｅ）
・３年になって初めて企業の会議というもの
に参加させていただきました。やはりいい
商品、売れる商品を作るには商品の土台と
もいえる企画がしっかりしていないといけ
ないことがわかりました。（学生Ｅ）
・会社を運営していくにあたって人材育成と
いうものは大切なことだと思います。働い
ている人が成長しないと会社の成長も止ま
ってしまいます。古谷乳業での研修制度な
どの話を聞かせていただき自分なりに参考
になりました。人の成長が会社の成長につ
ながるのだと思いました。（学生Ｅ）
・実際に仕事をしている現場に参加するのは
初めての経験で、始めはどんな風に会議に
参加したらいいのか、とても緊張しました。
しかし、その緊張もすぐにほぐれるほど社
員の皆さんの雰囲気が良く、発言もしやす
い場になりすぐに慣れることができまし
た。社員の方々の雰囲気が良いことは会議
中の発言のしやすさに影響していて、この
ような社内作りも本当に大切なのだと感じ
ることができました。（学生Ｇ）
・模擬店では準備は万全に思えたのですが、
コミュニケーションが足りなく、当日の出
だしで少しバタバタしてしまいました。し
かし、そんなアクシデントも皆で臨機応変
に対応し、模擬店は無事に成功しました。
この時私は、コミュニケーションの大切さ
を学び、改めて実感することができました。
また臨機応変に対応することも学びまし
た。（学生Ｇ）
・私は事前準備から当日の本番までの皆の協
力があったからこそ文化祭を終わらせるこ
とができたのだと思い、協調性の重要さを
改めて実感しました。（学生Ｈ）
・模擬店の販売では声をかけて売りに行きま
した。まるで本当の営業をしているみたい
でした。その中で営業販売の難しさも実感
しました。知らない人のところに出向いて
商品を販売する。これは本当に難しいこと
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だと思います。いかにその商品の良いとこ
ろ、強みをうまく表現して、何も知らない
お客さんにその商品を分かってもらうか、
これがまず大切なことだと分かりました。
（学生Ｉ）
・CS（顧客満足）を満たすには、開発する
従業員のES（従業員満足）の向上による
やる気が必要になります。ESの向上によ
り、社員の開発意欲度も上がり、顧客ニー
ズに合わせた商品開発もできると思いま
す。その商品が顧客に満足してもらえれば
CSにもつながり、顧客を満足させたとい
う従業員の満足にもつながります。CSと
ESには相乗効果の関係があり、なくては
ならないものだとわかりました。アイデア
開発委員会やSWOT分析ではCSとESの大
切さを学ぶことができたと思います。（学
生Ｋ）
・３年の最初よりゼミ全体がまとまり、仲良
くなったと思います。これはもちろん時間
の経過もあると思いますが、夏合宿を行い、
みんなで協力して文化祭の文展、模擬店と
もに成功させたことを通して、チームワー
ク、そして信頼感が生まれたのだと思いま
す。（学生Ｌ）
次の点が「価値、動機や抱負の認識」の観点
での特徴と考えられる。
①チームのなかでの「人間関係」、「発言しやす
い雰囲気」が大切
学生（B,E,G,H,L）の記述を例として捉える
と、会議の場や大学祭での展示及び模擬店の活
動の場における人と人との関係や醸し出される
雰囲気の良さといった点に価値を見出したこと
が窺える。
②「企画」の中味、及び「営業・販売」の場面
でその商品の良さを伝えることが大切
上記の点は、一般に言われていることであり、
学生もプロジェクト参画前に「頭のなかではわ
かっていた」と考えられる。しかし、参画後の
記述文でこの点が挙げられたことは、「体験を
通してわかった」という学生の実感が込められ
ている。
③経営活動における「人材育成」、及びCS（顧
客満足）とES（従業員満足）の連動が大切
この点も上記②と同様に、大学での講義を通
してある程度はわかっていたと考えられるが、
今般のプロジェクト活動中に行った会議出席や
SWOT分析を通して実感したことが窺える。
4.2 研究課題②「職業観」及び「労働観」の
特徴は何か
4.2.1 考察点（ｄ）職業観は三類型のどれに
近いか
（例）
・これから就職活動をしていくにあたって、
その企業の内部のことだけを見るのではな
く、その企業を取り巻いている環境も見て
いくことによって、その企業の業界研究、
企業研究にもつながり、将来を見据えた企
業選択も可能であると思いました。また、
企業にはその業界だけではないさまざまな
社会的な動き、市場全体を見渡すことによ
り、多くの「O」（機会）と「T」（脅威）
が隠されているのだと感じました。（学生
L）
今回、職業観に関しては記述例が少なく考察
が限定された。学生Lの記述を見る限りでは、
自分のため（類型①）や特定の全体者に仕える
ため（類型②）というよりは職業そのものの
（類型③）ために近似していると考える。
4.2.2 考察点（ｅ） 労働の四次元のどれを
経験したか
（例）
・集団の中で個人がどのような役割を果たせ
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るか、その役割に気づくことができるか、
これらのことが最も大切であると思いまし
た。（学生Ａ）
・それでも誰しもが買ってくれるわけでない
ので、新たに作戦を考える必要があります。
買ってくれたお客さんの笑顔がとても印象
的でした。（学生Ｉ）
・チーム活動では、パネル作成や発表でどう
したらいいかわからなくなった時、同じチ
ームの人が助けてくれたので、わからない
ことも解決でき、時には助けることもあり
ました。一つのものを作成するにあたり、
意見交換や助け合いが何度もあったからこ
そ成功したのではないかと思います。（学
生Ｋ）
労働の次元に関しても記述例が比較的少なか
ったため、考察が限定された。上記のなかで、
学生ＡとＩの例には「奉仕」と「遊戯」の要素
が、学生Ｋの例には「製作」の要素がそれぞれ
窺える。近年、若年層の就労状況において、早
期離職や非正規雇用の増加等から労働の「労苦」
の側面が指摘されている［６］ことを鑑みると、
産学連携プロジェクトの意義のひとつとして、
労働の多様な次元を経験可能であることが挙げ
られるだろう。
4.3 研究課題③「社会人基礎力」のうち、ど
の力に関連した経験をしたか
考察点（ｆ）「社会人基礎力」を構成する
三つの力のどの力に関係する経験をした
か
（例）
・模擬店や文化学術展の準備のため、ゼミ生
同士で意見を出し合い、何をするか、いく
らで売るか、役割分担はどうするかなど、
度重なる話し合いで、積極的にコミュニケ
ーションを図ることができました。（学生
Ａ）
・課題解決に向けて全員の意識を合わせる大
切さを感じました。（学生Ｄ）
・資料作成する上で学んだことは、第三者に
いかに自分たちの持つ情報を伝えるかであ
る。発表する相手は高校生が主で、資料作
成もいかに分かり易く説明するかが問われ
た。より良く分かり易いものにするため、
作成班員の皆と講義終了後や合間にも資料
作成をした。発表数日前になってもまとま
らなかったこともあったが、協力しながら
作成することで、結果形にすることができ
た。（学生Ｆ）
・チーム学習でチームの中で意見を出しなが
ら行っていきました。その中で、皆の考え
はさまざまで一つに仕上げるのは大変でし
た。チーム学習は色々な意見が出て、他人
の指摘をもらえたり、良いものは良いと言
いながらすることができたりして心強かっ
たです。その中で私はチーム学習の難しさ
と喜びを学びました。（学生Ｇ）
・模擬店ではさつまいもチップスを作ること
になりました。事前に準備する道具や調味
料を決め、食材を買いに行き、塩や砂糖な
どの調味料で何がさつまいもチップスに合
うか、揚げ具合はどうするかなど、皆で意
見を言い合い、最終段階まで持っていく、
まで色々大変だったが、当日は皆それぞれ
の担当の仕事を的確に行い、スムーズな流
れで文化祭を無事に終わらせ、さつまいも
チップスをすべて売り切ることができまし
た。（学生Ｈ）
・始めは正直どうなるか不安でしたが、作業
を行っているうちにみんなで同じ目標に向
かって頑張る喜び、目標を達成していく楽
しさを感じました。（学生Ｉ）
・文化祭当日、私は「さつまいもチップスは
売れないだろ」と思っていました。なぜな
らあまり前例がないし、一度発売されたさ
つまいもチップスはあまりおいしくなかっ
たことを覚えていたからです。でも不思議
なことになかなか売れ行きがよく、買って
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きたさつまいもがなくなってしまいまし
た。私はこのことについて、自分なりに考
えてみました。売れた要因は、市販されて
いるポテトチップスのあの塩辛い味付けで
はなく、あえて砂糖を使ったことにあるの
ではないかと考えました。甘い味付けにす
ることで、子供から老人まで客層が広がっ
たため売れ行きが伸び、完売までに至った
のだと思いました。（学生Ｊ）
・チーム活動では、パネル作成や発表でどう
したらいいかわからなくなった時、同じチ
ームの人が助けてくれたので、わからない
ことも解決でき、時には助けることもあり
ました。一つのものを作成するにあたり、
意見交換や助け合いが何度もあったからこ
そ成功したのではないかと思います。チー
ム活動でのコミュニケーションを通し、助
け合うことが成功につながるとわかりまし
た。チームワークの大切さを学び、「チー
ムワークは仲良く楽しむ」と考えるように
なりました。（学生Ｋ）
・ゼミに入った頃は、ゼミ生に慣れていない
こともあり、一緒に話すことや活動するこ
とが苦手でした。ですが、ゼミ活動を通し、
同じメンバーと親しくなれてからはゼミが
楽しく感じてきて、チーム活動も積極的に
行いました。（学生Ｋ）
・私が持っている資料がチームで意見をまと
める時に必要であり、それを前もって他の
メンバーに渡しておくことを忘れていたた
め、他のメンバーには迷惑をかけてしまい
ました。チームであるからこそ、個人の責
任が大きくなるのだと実感しました。（学
生Ｌ）
「社会人基礎力」を構成する三つの力のなか
で、「チームで働く力」に関する記述が目立っ
た。今般の学生記述を見る限りでは、まず「チ
ームで働く力」があり、そのチームの後押し
（チームワーク）があって「前に踏み出す力」
を体験したというつながりが窺える。一方、学
生Ｊの記述は、大学祭での模擬店に関する当初
の予測（売れ行きが悪いだろう）が実際は異な
った（売れ行きが良かった）ことの理由を考え
たことが記されており、「考え抜く力」に近似
した例と捉えられる。しかし今般のプロジェク
トで「考え抜く力」を体験する機会が比較的少
なかったことに気づかされ、今後の課題として
認識した。
以下に、本項での考察をまとめる。乳業メー
カーとの産学連携プロジェクトに参画した学生
12名の事例に見られる「キャリア形成過程に係
る特徴」として、次の三つの仮説を導出した。
第一に、ふだん話す機会が少ない相手（企業関
係者、高校生、大学祭への一般来場者）に対し
て意思疎通を図ることがむずかしい場面に直面
し、それを克服するうえで、当事者意識を高め
たことが窺える点である。第二に、製品開発会
議や聴き取り調査の場で企業関係者と交わした
意見内容と場の雰囲気から、大学で学んだこと
（理論の応用可能性や、顧客満足と従業員満足
の関係性など）が現実社会とつながっているこ
とを実感し、学習内容の現実感を高めたことが
窺える点である。
また第三には、社会で必要とされる力として
想定されている「社会人基礎力」のうち、「チ
ームで働く力」を高めたことが窺える点である。
5．キャリア支援教育の観点からの産学連
携プロジェクトの課題
5.1 インターンシップ制との相互補完機能を
考慮した運営
以前、 田［７］は産学共同プロジェクトに
よるソフトウェア開発の事例を通して、大学生
の協働における意識や行動の変化及び統合過程
を考察し、今後の展望のひとつとして「産学共
同プロジェクトがインターンシップと相互補完
的機能を持ち得るのではないか」という点を挙
げた。その際に記述したインターンシップ制に
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関する問題は、次の二点であった［８］。第一
に「実施期間」の点で、受け入れ企業側の見解
で２週間程度では効果が少ないと考えられてい
ることであり、第二に「職務内容」の点であり、
補助的な業務が多い場合、学生側の満足度が低
い傾向にあることである。インターンシップ制
は、多くの学生を対象として就業に関する基礎
的な経験を可能にするという点で有効である一
方、産学連携プロジェクトは参画学生数が限定
されるが、実施期間や学生の役割について通年
計画という視点で協議・調整可能な余地があ
る。したがって、産学連携プロジェクトをイン
ターンシップ制との相互補完的機能も考慮して
運営することによって、学生のキャリア形成を
支援する側面を強化できるだろう。そのために
は、産学連携プロジェクトの計画段階での企業
関係者との充分な合意形成と実施段階でのリー
ダーシップが教員に一層求められる。
5.2 産学連携プロジェクトの評価指標の確立
平成19年度のプロジェクト活動に関して、連
携先企業の関係者（製品開発室長及び同課長代
理の計３名）に自由記述方式での評価を依頼し
た。評価回答は次の三点に整理される。
①会議での発言に独創性が少なかった、独自の
意見を出す学生も数名いたが、他者の意見と
関連しての発言が多かった。
②会議出席中の態度は良好であり好感が持て
る。
③企業の強み、弱み等の分析は、企業関係者に
はない視点があり気づかされる点があった。
特に、従業員満足との関連で調べたことが興
味深かった。
上記評価意見は、次年度（平成20年度）の活
動計画を検討する段階で、各々以下のように改
善策を立て、企業側と合意した。まず①「意見
の独創性や新規性などの質向上」及び②「会議
出席時の積極性やマナーなどの質向上」の観点
は、新製品開発への興味・関心や会議出席への
希望の高さを個々のゼミ学生に尋ねたうえで、
出席メンバーを確定する。そのメンバーが通年
で出席し、議題に挙がった試作品のコンセプト
提案をしたり、議題とは独立して商品企画案を
作成したりすることによって、企画力の向上を
図ることにした。
次に③「大学で学んでいる経営学理論やICT
スキルの応用」の観点では、顧客満足調査の企
画から実施、報告までを担当するチームと口コ
ミサイトの立案と試作を担当するチームを学生
の希望を考慮の上で編成し、理論・スキルの応
用面の強化をめざすことにした。
今後は、上記の評価意見①～③で挙がってい
る項目（例えば「独創性」、「新規性」、「主体性」、
「理論の応用度」）に加えて、本稿第4項の考察
から見出された「考え抜く力」の発揮不足をい
かに向上させるかも含めて、評価指標を開発す
る必要があろう。そのためには、産学連携プロ
ジェクト自体の運営事例、及びプロジェクトに
参画する学生、教員、企業関係者の三者による
多面的な評価事例を蓄積していくことが肝要で
ある。
6．むすび
本稿では、千葉県内の乳業メーカーとの産学
連携プロジェクトに関して、平成19年度の活動
事例を見てきた。経営系学科に所属する学生の
キャリア形成過程に係る特徴について、仮説を
導出し、またキャリア形成を支援する教育の側
面からプロジェクト活動の今後の課題を検討し
た。現在、平成20年度の実施計画に基づく活動
を遂行している過程にあり、その件は稿を改め
て考察する所存である。
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業情報研究室池田幸代講師には本プロジェクト
前段階での研究室の実習企画と運営にご協力い
ただいた。記して深謝申し上げる。
最後にプロジェクトに参画した学生メンバー
のキャリア形成の進展を祈念する。
【註】
（１）「形態素解析」とは与えられた文を形態素に分
けることを指す。形態素とは文法的に意味づ
け可能な最小単位。今回、解析ツールとして
奈良先端科学技術大学院大学で開発されたソ
フトウェアChaSen「茶筌」を使用した。
（２）「SWOT分析」とは企業内部の能力（強み：
strengths・弱み：weaknesses）と外的環境
（機会opportunities・脅威：threats）に適合す
る戦略（計画）を検討する手法である。
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